
次の不定積分を求めよ。１
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次の定積分を求めよ。２
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定積分を利用して，極限�
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媒介変数で表された次の曲線と，[軸で囲まれた部分の面積6を求めよ。７
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��[�S�において，�つの曲線�\ VLQ[，\ VLQ�[ �で囲まれた部分の面積6を８

求めよ。

�つの曲線�\ �D[ ，\ ORJ[ �はただ�点を共有し，その点におけるそれぞれの９

接線は一致するものとする。

���　定数�D�の値と共有点の座標を求めよ。

���　この�つの曲線と[�軸で囲まれた部分の面積6を求めよ。






